
様式２

Ａ

継続

人・モノ・情報のボーダレス化が進展する中で，行政主導による親善交流の形式から，テーマを持った互恵
性のある交流への検討も必要であり，効果的な交流事業のあり方を検討する。

全ての市民に戦争の悲惨さを伝え，市民一人ひとりに平和意識の高揚を図るため，さらに充実した内容とな
るよう，事業の積極的なＰＲ等効果的な支援を継続していく。

ポスターの掲示などの効果的な平和啓発活動を通して広く市民一人ひとりに平和の尊さを訴える啓発活動に
努めていく必要がある。

戦争の記憶を風化させないよう，被爆体験等を若い世代に語り継ぐため，本市の中学生を平和親善大使とし
て広島市に派遣することで，平和意識の高揚を図り，平和行政の推進に取り組む。

Ｂ

Ｂ

終了

施　策　事　業　費　合　計

市民や民間団体が行う各種平和活動がより効果的に実施できるよう，総合的な活動支援を行うこととし，当
補助金は廃止する。

戦没者の方を追悼し，遺族の心を慰め，平和への思いを新たにし，戦争の悲劇を二度と繰り返すことのない
よう，継続して取り組むことが必要である。

在住外国人との相互理解に基づく多文化共生社会の実現のため，様々な主体との連携が求められているが，
地域の在住外国人や支援団体とのネットワークやノウハウを有する中核団体であり宇都宮市国際交流協会の
機能強化のための支援が必要である。

27,203 27,505

担当課
Ｃ

活　動　指　標　等

宇都宮空襲展参加者数

宇都宮市戦没者追悼式出席者人数

宇都宮市国際交流協会登録団体数

派遣･受入事業数

平和のつどい参加者数

啓発ポスター配布先数

補助金交付団体

日本語ボランティア育成講座修了者
数

80 80

500

Ｈ8

一般市民・戦没者遺
族・海外引揚死没者遺
族・公務殉職者遺族・
戦災殉難者遺族

80

担当課 生活福祉課

宇都宮空襲展事業補助金
民間団体

行政経営課

国際交流協会補助金

30担当課

400

43

宇都宮市戦没者追悼式

国際交流プラザ

500

宇都宮市国際交流協会 Ｈ9

姉妹･文化友好都市との交流事業
市民 Ｓ62

11

担当課 国際交流プラザ 10 9

220 200

12

215 215

250 250

担当課

平和のつどい実行委員会交付金 宇都宮市平和のつどい
実行委員会

Ｈ12
担当課 行政経営課

継続
担当課 行政経営課 203 205

93 93

行政経営課 12 13
平和親善大使数Ｈ12

民間団体 Ｈ13
担当課 国際交流プラザ

Ａ2,187

多文化共生社会の実現に向け，多様な活動を行っているボランティア団体は本市の地域社会を支える大切な
主体であり，継続的な活動が出来るよう支援していくことが必要不可欠である。

25 43

継続
3 2

119

1
在住外国人自立化支援事業

市民 Ｈ19
担当課 国際交流プラザ

優先度

Ｈ２０Ｈ１９

在住外国人と日本人との言葉やコミュニケーションの障壁を解消するため，在住外国人の日本語学習支援を
行うボランティアを育成し，身近な地域における日本語学習支援の促進に取り組むことが重要である。

継続

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針目標値 目標値 事業費 事業費

● 十分である
やや不十分であ
る

在住外国人との意見交換やアンケートなどを通して市民のニーズを把握しながら必要な
事業に取り組むほか，平和意識の醸成に関する事業にも積極的に取り組んでおり，施策
目標実現のために効果を上げている。

　
　
⑤
現
状
分
析
と

　
　
　
　
　
課
題
の
抽
出

　在住外国人の定住化が進む中，全ての市民が言葉や文化の違いを超え，相互
理解に基づく多文化共生の地域づくりが求められている。また，環境問題や平
和問題等，国境を超えて顕在化する課題に対応し，世界を視野に入れたまちづ
くりへの取り組みも求められている。こうしたことから，市民一人ひとりの国
際感覚を促進し，異文化に対する理解を深め，平和意識の醸成を図ることが重
要である。
　このため，国際化・多文化共生を担う人材を育成し，民間団体の活動を支援
するとともに，言葉や文化の違いを相互に理解するための共生意識の促進や，
異文化理解・国際理解の促進，言葉やコミュニケーションの障壁の解消，平和
意識の啓発，関係する様々な主体との連携・協力による事業への取り組み等の
しくみづくりが求められている。不十分である

説
明

説
明

在住外国人を支援する民間ボランティアの会員数は増加してきており，ボランティアの
継続的な活動の活性化につながる支援が求められている。

説
明

３　今後の取組方針

①取組の
考え方

国際感覚を有する人材を育成し，国際化・多文化共生に取り組む市民や民間団体の活動を支援するとともに，多文化共生意識の醸成に資する事業や，様々
な交流事業を通した国際理解の促進，言葉やコミュニケーションの障壁の解消に寄与する事業について，関係する様々な主体との連携・協働により，引き
続き取り組む必要がある。
平和行政については，平和親善大使派遣や平和のつどい等の事業を更に充実させるとともに，平和に関する市民活動を更に幅広く支援し，より効果的な平
和啓発活動の展開に取り組む必要がある。

国際化推進計画の策定を通して，在住外国人の意見聴取を行い，ボランティアの支援や地域社会における意識啓発事業な
どに取り組んできた。今後も，国際感覚を有する人材を育成し，国際化・多文化共生に取り組む市民や民間団体の活動を
支援するとともに，多文化共生意識の醸成に資する事業や，様々な交流事業を通した国際理解の促進，言葉やコミュニ
ケーションの障壁の解消に寄与する事業について，関係する様々な主体との連携・協働を強化しながら，引き続き取り組
む必要がある。
平和行政については，平和親善大使派遣や平和のつどい等の事業を更に充実させるとともに，平和に関する市民活動を更
に幅広く支援し，より効果的な平和啓発活動の展開に取り組む必要がある。

②政策評価
会議意見

（政策目標への効果）

●

意識啓発については様々な事業を通して取り組んでいるが，多文化共生を担うボラン
ティアの活動支援や育成に関する事業に取り組んでいく必要がある。

減少している
説
明

在住外国人が増加し，日本人と共に安心して生活することのできる地域社会づくりが求められてお
り，生活上の不安や悩みを解消するための取組が求められている。また，すべての市民への多文化共
生意識の醸成に努め，世界を視野に入れ，国際感覚を持った人材の活動を支援する必要がある。

不十分な事業が
複数ある

（70%未満）

増加している 横ばい

達成していない概ね達成
（70％～90％未満）

不十分な事業が
一部ある

③市民の
施策重要度 十分である効率性

（住民・社会ニーズ）

52.2%

17.7%

達成している
（90％以上）

●

691

市民の誰もが思いやりの心を持ち，差別や偏見を持つことな
く，相互理解と共生のこころが育まれています。

Ｈ１９：基準 Ｈ２０

―---―

Ｈ２１

600

施策名

担当課 国際交流プラザ

①総合計画
　政策の柱

Ⅵ　持続的発展が可能な都市の自治基盤
を確立するために

②政策名
（基本施策名）

３　市民の相互理解と共生のこころを育
む

③取組の
　基本方向

「市民の相互理解と共生のこころを育む」ため，市民一人ひとりがあらゆる人権を守るための「かけ
がえのない個人の尊重」，社会のあらゆる分野に男女が共に参画していくための「男女共同参画の推
進」，在住外国人が地域社会において安心して日常生活を送ることのできる「多文化共生の地域社会
づくり」に，重点的に取り組みます。

④政策目標
（基本施策目標）

施策目標

②市民の
施策満足度

④
施
策
の
評
価

達成度

有効性

必要性

（事務事業の進捗）

（単年度目標）

市民と在住外国人が，相互に理解し合い，安心して暮らしています。

●

施　策　カ　ル　テ
１　施策の位置付け

２　施策の現状と達成状況，課題の抽出

9

3

4

8

40

施策を取巻く
環境

6

7

№ 事　　　業　　　名

2

４　施策を構成する事務事業一覧

平和親善大使広島派遣事業交付金 宇都宮市平和親善大使
広島派遣事業実行委員

会
1,371 2,926

30

80

400

16,330

790

470 340

拡大

5,446

5

12 13

平和啓発事業
市民

421 継続495

Ｈ２０

事業の
方向性

10 10

2,089
30

Ａ195

（千円） （千円）

実績値

市民交流活動推進補助金

実績値 実績値

30

Ｈ１９

対　　象　　者
開始
年度

実績値

継続

717

16,102

4,524 Ｂ

Ｂ

Ｂ

継続

在住外国人を支援する民間ボランティア団体の会
員数本市に在住する外国人は8,100人を数え，中長期に渡り本市で生活し，定住化が進展している傾向にある。国

や県においても在住外国人の生活支援などを中心的な施策として打ち出しているほか，環境問題や平和問題な
どを国境を越えて地球規模で課題が顕在化する状況にある。これまで以上に在住外国人と日本人の相互理解に
基づく言葉やコミュニケーションの障壁の解消や，市民の国際理解や国際化意識の向上に関する施策に取り組
むことが求められている。

施　策　指　標（単位）①
施
策
の
達
成
状
況

３．多文化共生の地域づくり

―---―

達成率
(%)

目標値

90.3%

Ｈ２４：目標

―---―

765

―---―

実績値

―---―

730

目標値

695

目標値 目標値

―---― 661630

Ｈ２３Ｈ２２

目標値

実績値実績値


